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2025年８月 22日 

各位 

会 社 名     株式会社くすりの窓口 

代表者名    代表取締役社長 堤 幸治 

(コード番号：5592 東証グロース市場) 

問合せ先  取締役管理本部長 外間 健 

(TEL 03-6712-7406) 

 

主要株主である筆頭株主の異動に関するお知らせ 

 

2025 年８月 25 日付で、下記の通り当社の主要株主である筆頭株主に異動が生じる見込みとなりましたので、お知らせいたしま

す。 

 

記 

 

１． 異動が生じた経緯 

当社株主であるＮＢＳＥヘルステック投資事業有限責任組合より、同組合の投資期限到来に伴って当社普通株式 3,140,400株を

出資者に分配する旨の報告を受け、確認したものです。これにより、主要株主である筆頭株主の異動が生じることとなりました。 

なお、当該異動については、当社として当該株主名義の実質所有株式数の確認ができたものではありません。 

 

２． 異動した株主の概要 

(1) 新たに主要株主である筆頭株主に該当することとなった株主の概要 

① 名称 株式会社ＥＰＡＲＫ 

② 所在地 東京都芝浦四丁目 16-25 

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 押切 孝平 

④ 事業内容 各種業種業態における予約サービス「ＥＰＡＲＫ」のプラットフォーム開発 

⑤ 資本金 9,000万円 

 

(2) 主要株主である筆頭株主に該当しなくなった株主の概要 

① 名称 ＮＢＳＥヘルステック投資事業有限責任組合 

② 所在地 東京都渋谷区渋谷 2丁目 24番 12号 渋谷スクランブルスクエア 39階 

③ 代表者の役職・氏名 株式会社ＮＢＳＥ（旧 日本事業承継アントレプレナーズ株式会社） 代表取締役 田中 伸明 

④ 事業内容 投資事業組合財産の運用および管理 

 

３． 異動前後における当該株主の所有する議決権の数（所有株式数）及び総株主の議決権の数に対する割合 

(1) 株式会社ＥＰＡＲＫ 

 
議決権の数 

(所有株式数) 

総株主の議決権の 

数に対する割合※ 
大株主順位 

異動前 

(2025年３月 31日) 

31,350個 

(3,135,000株) 
27.94％ 第２位 

異動後 
42,189個 

(4,218,916株) 
37.60％ 第１位 

（※）異動前および異動後の総株主の議決権の数に対する割合は、2025年３月 31日付現在の総株主の議決権の個数を基準

に算定しており、小数点以下第３位を切り捨てております。 
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(2) ＮＢＳＥヘルステック投資事業有限責任組合 

 
議決権の数 

(所有株式数) 

総株主の議決権の 

数に対する割合※ 
大株主順位 

異動前 

(2025年３月 31日) 

31,404個 

(3,140,400株) 
27.99％ 第１位 

異動後 
0個 

(0株) 
0.00％ － 

（※）異動前および異動後の総株主の議決権の数に対する割合は、2025年３月 31日付現在の総株主の議決権の個数を基準

に算定しており、小数点以下第３位を切り捨てております。 

 

４． 今後の見通し 

本主要株主の異動による業績への影響はありません。 

なお、株式会社ＮＢＳＥは、ＮＢＳＥヘルステック投資事業有限責任組合への出資比率相当の当社株式を取得します。また、同

社代表取締役 田中伸明（当社代表取締役会長）は、当社においてこれまでと変わらない役職、役割を担うこととしております。 

また、本主要株主の異動により、2025年３月末時点において上場維持基準（25.0％）に適合していなかった流通株式比率

（24.3％）が大きく改善され、基準に適合する見通しであり、数値が確定次第、お知らせいたします。 

 

５． 株式会社ＮＢＳＥ代表取締役/当社代表取締役会長 田中 伸明よりコメント 

私は、当社の実質的な事業開始から間もない頃より経営に参画し、2020年からは筆頭株主でありましたＮＢＳＥヘルステック

投資事業有限責任組合の代表として、株主と経営者双方の立場から当社の成長に向き合ってまいりました。皆様のご支援のお陰を

もちまして、2023年には東京証券取引所グロース市場への上場を果たすことができ、当社が更なる成長を目指すための大きな挑

戦機会を得られましたことに、心より感謝しております。 

この度の主要株主の異動は、ＮＢＳＥヘルステック投資事業有限責任組合の投資期限到来に伴い組合を解散することによるもの

です。解散にあたり、株式市場への短期的な需給への影響を最小限に留めるべく、本投資事業組合の投資家に対する株式分配とい

う、最大限の配慮を尽くした方法を選択いたしました。また、これにより当社が課題としておりました流通株式比率の向上にも大

きく貢献出来るものと考えております。 

本投資事業組合にご参加いただいていた投資家は、大手上場企業や金融機関であり、そのほとんどが今回の株式分配を通じて当

社の新たな株主として、引き続き当社の成長を応援してくださる布陣となっております。この度の変更後も、これまでの経営方針

に何ら変わりはなく、役職員一同、当社の持続的な企業価値向上に邁進してまいります。 

ヘルスケア領域におけるＤＸやＡＩの活用は、我が国の重要なテーマであり、当社が社会に貢献できる領域は無数に存在しま

す。私たちはこの大きな潮流の中で、確固たる地位を築き、持続的な成長を実現できるものと確信しております。 

株主の皆様、並びに関係者の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

 

以上 


